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定
例
会

2

定
例
会

3
○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･（監査委員のため審議に参加できない）

議案第47号 　鹿島市特別会計条例の一部を改正する条例の制定について

議案第48号
 　鹿島市農業委員会の委員及び農地利用最適化推進委員の定数に関する条例の

  　一部を改正する条例の制定について

議案第49号 　平成３０年度鹿島市一般会計補正予算（第３号）について

議案第50号 　平成３０年度鹿島市公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について

議案第51号 　平成３０年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第52号 　平成３０年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

議案第53号 　平成３０年度鹿島市給与管理特別会計補正予算（第１号）について

議案第54号 　辺地に係る公共的施設の総合整備計画について

議案第55号 　鹿島市営土地改良事業（音成地区）の計画の変更について

議案第56号 　鹿島市生涯学習センターの指定管理者の指定について

議案第57号 　鹿島市民図書館の指定管理者の指定について

議案第58号 　中村住宅の指定管理者の指定について

議案第59号 　平成３０年度鹿島市一般会計補正予算（第４号）について

議案第60号 　鹿島市教育委員会教育長の任命について

議案第61号 　鹿島市監査委員の選任について

議案第62号 　鹿島市固定資産評価審査委員会委員の選任について

意見書第３号 　頭首工（可動堰）の維持保全に対する支援増を求める意見書（案）
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採　決　結　果次のことを審議し決定しました

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　・ 会
期
の
決
定

　
　・議
案
の一括
上
程

　
　
　（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

【
12
月
】

1
日・休
会

2
日・休
会

3
日・休
会 （
議
案
研
究
）

4
日・休
会 （
議
案
研
究
）

5
日・休
会 （
議
案
研
究
）

6
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
、採
決

7
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
、採
決

8
日・休
会

9
日・休
会

10
日・休
会 （
議
案
整
理
）

11
日・休
会 （
議
案
整
理
）

12
日・休
会
（
議
案
整
理
）

13
日・一般
質
問

14
日・一般
質
問

15
日・休
会

16
日・休
会

17
日・休
会 （
議
案
整
理
）

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　・ 会
期
の
決
定

　
　・議
案
の一括
上
程

　
　
　（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

【
12
月
】

1
日・休
会

2
日・休
会

3
日・休
会 （
議
案
研
究
）

4
日・休
会 （
議
案
研
究
）

5
日・休
会 （
議
案
研
究
）

6
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
、採
決

7
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
、採
決

8
日・休
会

9
日・休
会

10
日・休
会 （
議
案
整
理
）

11
日・休
会 （
議
案
整
理
）

12
日・休
会
（
議
案
整
理
）

13
日・一般
質
問

14
日・一般
質
問

15
日・休
会

16
日・休
会

17
日・休
会 （
議
案
整
理
）

【
11
月
】

30
日・開
会

　
　・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　・ 会
期
の
決
定

　
　・議
案
の一括
上
程

　
　
　（
市
長
の
提
案
理
由
説
明
）

【
12
月
】

1
日・休
会

2
日・休
会

3
日・休
会 （
議
案
研
究
）

4
日・休
会 （
議
案
研
究
）

5
日・休
会 （
議
案
研
究
）

6
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
、採
決

7
日・議
案
審
議
、

    

　
委
員
会
付
託
、

　
　 

質
疑
、討
論
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決

8
日・休
会

9
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会

10
日・休
会 （
議
案
整
理
）

11
日・休
会 （
議
案
整
理
）

12
日・休
会
（
議
案
整
理
）

13
日・一般
質
問

14
日・一般
質
問
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日・休
会

16
日・休
会

17
日・休
会 （
議
案
整
理
）

平
成
30
年  
鹿
島
市
議
会

　
　

12
月
定
例
会
会
期
日
程

18
日・一般
質
問

19
日・休
会（
議
案
整
理
）

20
日・ 議
案
審
議

　
　・ 質
疑
、討
論
、採
決

　
　・閉
会
  

自
　
平
成
30
年
11
月
30
日

至
　
平
成
30
年
12
月
20
日

２
、日
程

1
、会
期

［平成30年12月議会号］ ［平成30年12月議会号］



議
案
審
議

議
案
審
議

４５

議
案
審
議

　
　
　

中
村
　
和
典 

議
員

質
問 

農
業
委
員
の
定
数
に

つ
い
て
は
、
今
年
４
月
１
日

か
ら
現
行
の
10
人
か
ら
12
人

へ
２
人
増
員
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
て
い
る
が
、
現
在
１
人

し
か
い
な
い
女
性
農
業
委
員

を
１
人
増
員
し
て
２
人
へ
、

あ
と
１
人
の
増
員
は
、
若
い

農
業
者
等
か
ら
選
定
で
き
な

い
か
。

答
弁　

農
業
者
の
高
齢
化
に

よ
る
離
農
や
担
い
手
不
足
の

状
況
が
続
い
て
い
て
、
中
山

間
地
で
の
連
鎖
的
な
遊
休
農

地
の
発
生
が
多
く
問
題
と
な

っ
て
い
る
、
能
古
見
地
区
及

び
七
浦
地
区
へ
１
人
ず
つ
増

員
を
図
り
た
い
。

鹿
島
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

鹿
島
市
農
業
委
員
会
の
委
員
及
び
農
地
利
用

最
適
化
推
進
委
員
の
定
数
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
48
号

　
　
　

福
井
　
正 

議
員

質
問　

農
業
委
員
会
の
農
業

委
員
を
２
人
増
員
し
、
農
地

利
用
最
適
化
推
進
委
員
を
２

人
減
員
す
る
条
例
で
あ
る

が
、
増
減
の
理
由
は
何
か
。

農
地
面
積
や
耕
作
放
棄
地
の

関
係
か
。

答
弁　

中
山
間
地
で
高
齢
化

や
担
い
手
不
足
が
、
七
浦
地

区
や
能
古
見
地
区
で
特
に
問

題
に
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
ら

の
地
区
に
農
業
委
員
を
増
員

す
る
こ
と
で
、
遊
休
農
地
対

策
に
あ
た
っ
て
も
ら
う
。
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

は
、
鹿
島
マ
イ
ナ
ス
24
戸
・

北
鹿
島
マ
イ
ナ
ス
24
戸
・
能

古
見
マ
イ
ナ
ス
61
戸
・
浜
マ

イ
ナ
ス
24
戸
・
七
浦
マ
イ
ナ

ス
52
戸
と
、
農
地
面
積
が
減

少
し
た
こ
と
で
、
施
行
令
の

定
め
で
減
員
す
る
。

議
案
第
49
号

平
成
30
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
49
号

　
　
　

⻆
田
　
一
美 

議
員

質
問
一
　
頭
首
工
（
可
動

堰
）
改
修
費
の
地
元
負
担
割

合
は
、
ど
の
よ
う
に
見
直
し

た
の
か
。

答
弁　

市
の
負
担
割
合
を
引

き
上
げ
、
そ
の
分
、
地
元
負

担
割
合
を
引
き
下
げ
軽
減
す

る
。
今
後
は
水
系
で
区
別
せ

ず
、
市
70
％
地
元
30
％
へ
見

直
し
た
い
。

質
問
二　

国
、
県
の
補
助
率

の
見
直
し
要
望
は
し
た
の
か
。

答
弁　

地
元
農
業
者
の
負
担

が
重
い
の
で
、
九
州
市
長
会

で
も
見
直
し
を
要
望
し
て
い

る
。

　

国
の
考
え
は
、
私
的
所
有

権
を
認
め
る
以
上
は
受
益
者

負
担
ゼ
ロ
は
難
し
い
。
全
て

の
補
助
事
業
に
影
響
し
、
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
る
。

　

国
内
情
勢
の
変
化
等
を
捉

え
、
い
ろ
ん
な
条
件
の
も
と

に
、
今
後
意
見
を
交
換
し
て

い
く
。

　
　
　

松
尾
　
征
子 

議
員

質
問　

市
債
（
借
金
）
が
増

え
続
け
て
、
積
立
金
は
減
り

続
け
て
い
る
。
大
型
事
業
は

増
え
、
市
民
生
活
に
直
結
し

た
制
度
的
な
も
の
は
な
い
。

こ
れ
か
ら
、
高
齢
化
・
少
子

化
も
進
み
独
自
で
や
っ
て
い

け
る
の
か
。
国
は
、
耳
ざ
わ

り
が
良
い
事
を
言
っ
て
い
る

が
安
心
で
き
る
も
の
で
は
な
い
。

　

さ
ら
に
、
最
近
、
国
・
県

の
補
助
金
が
あ
ま
り
に
少
な

い
。
決
ま
っ
た
補
助
金
だ
け

で
な
く
、
積
極
的
に
国
・
県

に
働
き
か
け
る
べ
き
だ
。

答
弁　

短
期
、
長
期
問
題
等

で
こ
の
よ
う
に
な
る
。
市
長

会
等
で
要
求
を
や
っ
て
る
面

も
あ
る
。
全
部
通
る
と
い
う

も
の
で
は
な
い
。
個
別
的
に

や
っ
て
る
分
も
あ
る
が
、
楽

屋
裏
を
話
す
も
の
で
も
な

い
。
が
ん
ば
っ
て
い
る
。

意
見　

国
・
県
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
を
し
て
ほ
し
い
。

［平成30年12月議会号］ ［平成30年12月議会号］

平
成
30
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

議
案
第
57
号

　
　
　

樋
口
　
作
二 

議
員

質
問
一　

鹿
島
市
の
市
民
図

書
館
に
は
、
学
芸
員
や
司
書

補
な
ど
多
く
の
専
門
職
が
在

籍
し
て
お
ら
れ
る
が
、
こ
れ

ら
は
採
用
後
に
資
格
を
得
ら

れ
た
の
か
。

答
弁　

す
べ
て
、
採
用
以
前

に
資
格
を
取
得
さ
れ
て
い

る
。

質
問
二　

多
く
の
専
門
職
が

資
格
を
持
っ
て
採
用
さ
れ
、

ま
た
学
芸
部
を
新
設
し
て
鹿

島
市
の
歴
史
の
再
発
掘
な
ど

活
動
を
活
性
化
さ
れ
て
い
る

が
、
人
件
費
は
毎
年
固
定
さ

れ
た
ま
ま
で
あ
る
。
指
定
管

理
料
の
値
上
げ
も
検
討
す
べ

き
で
あ
る
と
思
う
が
い
か
が

か
。

答
弁　

関
係
部
局
と
協
議
し

て
み
た
い
。

鹿
島
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
56
・
第
57
号

　
　
　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問
　
エ
イ
ブ
ル
内
の
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
図
書
館
の

指
定
管
理
の
期
限
を
迎
え
る

こ
と
か
ら
、
新
た
に
、
今
後

５
年
間
の
指
定
管
理
者
を
選

ぶ
こ
と
に
な
る
。

　

現
在
管
理
を
行
う
一
般
財

団
法
人
の
業
務
実
績
は
素
晴

ら
し
い
と
感
じ
て
い
る
が
、

一
般
公
募
は
協
議
さ
れ
た
の

か
。

　

ま
た
、
今
後
は
職
員
の
資

格
手
当
て
の
拡
充
、
業
務
改

革
に
よ
る
余
剰
金
の
一
部

は
、
福
利
厚
生
な
ど
の
還
元

を
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

答
弁　

管
理
者
指
定
の
方
法

は
、
地
域
自
治
の
振
興
目
的

に
は
地
域
住
民
団
体
の
自
主

的
な
管
理
運
営
が
期
待
さ

れ
、
単
独
指
名
と
し
た
。

　

今
後
は
、
指
定
管
理
施
設

の
余
剰
金
に
つ
い
て
は
有
効

活
用
の
方
向
で
協
議
を
進
め

る
。

鹿
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
、

鹿
島
市
民
図
書
館
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

議
案
第
59
号

　
　
　

徳
村
　
博
紀 

議
員

質
問
一
　
明
倫
小
学
校
と
北

鹿
島
小
学
校
は
、
教
室
に
仕

切
り
を
設
け
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
仕
切
り
工
事
の
金
額

と
、
財
源
は
市
費
な
の
か
、

国
庫
補
助
の
対
象
な
の
か
聞

き
た
い
。

答
弁　

仕
切
り
工
事
の
金
額

は
3
2
4
0
万
円
で
、
全
て

市
費
で
あ
る
。

質
問
二　

事
業
費
全
体
が
約

３
億
8
千
万
円
。
そ
の
財
源

内
訳
の
多
く
が
地
方
債
に
な

っ
て
い
る
。
交
付
税
措
置
の

額
を
除
い
た
、
国
庫
補
助

金
・
市
債
・
基
金
繰
入
金
・

一
般
財
源
、
そ
れ
ぞ
れ
の
額

を
示
し
て
も
ら
い
た
い
。

答
弁
　
国
庫
補
助
金
が

4
4
4
2
万
円
、
市
債
が
3

億
1
1
8
0
万
円
、
基
金
繰

入
金
が
1
7
0
0
万
円
、
一

般
財
源
が
1
3
2
9
万
９
千

円
と
な
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
市
債
に
対
し
て
の

交
付
税
措
置
は
5
3
2
8
万

円
と
な
る
。

平
成
30
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）

議
案
第
56
号

　
　
　

勝
屋
　
弘
貞 

議
員

質
問
　
現
在
、
市
民
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
つ
く
っ
た
財
団
が

エ
イ
ブ
ル
と
市
民
会
館
を
運

営
し
て
お
り
、
来
年
度
以
降

も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
い

う
意
向
だ
。

　

指
定
管
理
が
決
ま
っ
た
後

に
、
市
民
会
館
の
閉
館
に
伴

い
予
算
が
削
減
さ
れ
る
と
い

う
後
出
し
ジ
ャ
ン
ケ
ン
み
た

い
な
事
が
あ
れ
ば
、
今
後
の

財
団
の
運
営
に
大
き
く
関
わ

っ
て
く
る
。

　

事
務
に
し
ろ
ホ
ー
ル
管
理

に
し
ろ
兼
務
が
多
い
の
で
、

単
純
に
削
減
す
る
わ
け
に
は

い
か
な
い
。

答
弁　

来
年
度
、
財
団
が
指

定
管
理
を
受
け
る
か
ど
う
か

と
い
う
の
は
今
の
段
階
で
は

未
確
定
だ
が
、
そ
れ
に
向
け

て
、
財
団
事
務
局
と
市
の
担

当
者
で
想
定
を
し
、
調
整
を

し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。

鹿
島
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
の
指
定
管
理
者

　

の
指
定
に
つ
い
て

か 

ど
う

ぜ
き 健

全
な
財
政
運
営
の
た
め

国
・
県
へ
の
働
き
か
け
を

首
頭
工（
可
動
堰
）改
修
費
の

地
元
負
担
の
軽
減
に
つ
い
て

頭首工（可動堰）

小
中
学
校
の

空
調
設
備
に
つ
い
て



一
般
質
問

６７

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

鹿
島
市
の
た
め
池
の
防
災
に
つ
い
て

長
崎
本
線
存
続
の
取
り
組
み
を

福
井
　
正
　
議
員

質
問
一　

平
成
23
年
3
月
11

日
の
東
日
本
大
震
災
は
、
東

北
地
方
に
多
大
な
被
害
が
あ

っ
た
。

　

平
成
23
年
6
月
議
会
で
も

鹿
島
市
の
堤
の
状
態
を
質
問

し
た
。
耐
震
調
査
結
果
と
、

補
修
計
画
は
ど
う
な
っ
た
か

聞
き
た
い
。

答
弁　

堤
は
42
か
所
が
調
査

済
み
。
地
震
に
対
し
安
全
基

準
が
若
干
不
足
の
西
堤
を
平

成
31
年
度
に
、
32
年
度
に
水

梨
下
堤
を
整
備
予
定
で
あ
る
。

質
問
二　

堤
の
管
理
責
任
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
。

答
弁　

通
常
管
理
は
、
受
益

者
と
地
元
が
行
う
。

質
問
三　

堤
の
補
修
の
受
益

者
負
担
は
あ
る
か
。

答
弁　

国
55
％
、
県
30
％
、

残
り
15
％
を
市
90
％
、
地
元

10
％
で
あ
り
、
地
元
負
担
は

全
体
の
1
・
5
％
で
あ
る
。

質
問
四　

管
理
者
が
少
数
の

た
め
池
は
ど
う
か
。

答
弁　

た
め
池
を
廃
止
し
、

替
わ
り
に
水
路
設
置
も
あ
り

う
る
。

質
問
五　

堤
や
頭
首
工
等
は
、

農
業
だ
け
で
な
く
防
災
・
衛

生
の
機
能
も
あ
る
。
そ
の
観

点
か
ら
、
市
や
区
全
体
で
考

え
ら
れ
な
い
か
。

答
弁　

頭
首
工
は
、
国
県
市

の
負
担
を
増
や
す
方
向
で
あ
る
。

質
問
一　

1
月
6
日
に
鹿
島

商
工
会
議
所
か
ら
、
肥
前
鹿

島
駅
前
開
発
の
提
言
書
が
提

出
さ
れ
た
。
提
言
書
を
読
ま

れ
た
市
長
の
感
想
を
聞
く
。

答
弁　

素
晴
ら
し
い
発
想
と

デ
ザ
イ
ン
で
あ
り
、
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
構
想
の
民
間
版
と

い
え
る
。
事
業
規
模
や
資
金

に
疑
問
も
あ
る
が
、
評
価
で

き
る
構
想
で
あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
駅
前
の
交
通

混
雑
対
策
に
つ
い
て
、
以
前

駅
前
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
整
備

し
て
車
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ

に
す
る
計
画
が
あ
っ
た
が
、

取
り
組
む
の
か
。

答
弁　

鹿
島
駅
前
開
発
検
討

委
員
会
で
検
討
し
て
も
ら
う
。

質
問　

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
購

買
は
、
日
本
で
は
ま
だ
20
％

程
度
で
あ
る
。
鹿
島
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
の
状
況
と
、

零
細
業
者
や
観
光
地
の
キ
ャ

ッ
シ
ュ
レ
ス
化
へ
の
助
成
の

考
え
が
あ
る
か
聞
く
。

答
弁　

鹿
島
市
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
レ
ス
化
は
、
24
％
程
度
で

あ
る
。
今
後
、
商
工
会
議
所

等
と
協
議
し
、
県
の
交
付
金

な
ど
を
活
用
し
進
め
た
い
。

松
尾
　
征
子
　
議
員

質
問
一　

九
州
新
幹
線
長
崎

ル
ー
ト
に
つ
い
て
は
難
航
し

て
い
る
現
状
だ
。

　

現
在
約
4
0
0
億
円
が
注

ぎ
込
ま
れ
る
予
定
で
、
フ
ル

規
格
に
な
れ
ば
さ
ら
に
２
０

０
億
円
注
ぎ
込
む
と
い
う
試

算
が
あ
り
、
さ
ら
に
は
い
ろ

ん
な
必
要
経
費
の
増
減
に
よ

り
、
ど
こ
ま
で
増
え
る
か
わ

か
ら
な
い
状
況
に
あ
る
。

　

鹿
島
市
は
、
「
市
民
の
足
、

長
崎
本
線
を
守
ろ
う
」
と
、

当
時
の
市
長
を
筆
頭
に
議
会

は
も
ち
ろ
ん
市
民
が
一
丸
と

な
っ
て
が
ん
ば
っ
た
。
し
か

し
、
国
や
県
は
市
民
の
声
を

聞
か
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

今
私
達
が
取
り
組
ん
で
い
る

「
オ
ス
プ
レ
イ
反
対
、
原
発

反
対
」
の
取
り
組
み
と
同
じ

よ
う
に
、
国
民
の
声
を
聞
か

ず
強
引
に
押
し
つ
け
る
や
り

方
と
全
く
同
じ
。

　

長
崎
本
線
の
利
用
者
は
非

常
に
多
い
。
特
に
、
鹿
島
市

に
は
近
年
外
国
か
ら
の
客
も

増
え
続
け
る
状
況
が
続
い
て

い
る
。
長
崎
本
線
が
変
わ
っ

た
ら
、
市
民
の
足
を
守
る
こ

と
は
も
ち
ろ
ん
だ
が
、
海
外

を
含
め
観
光
客
が
来
な
く
な

る
心
配
も
あ
る
。

　

今
こ
そ
「
長
崎
本
線
存
続
」

の
声
を
あ
げ
る
時
だ
。

答
弁　

20
年
前
の
話
を
む
し

返
す
の
は
、
や
め
た
方
が
良

い
。
得
策
に
は
な
ら
な
い
。

　

今
は
J
R
等
と
話
す
時
、

「
反
対
し
て
い
ま
し
た
ね
」

と
言
わ
れ
な
く
な
っ
た
。

　

鹿
島
の
方
か
ら
反
対
の
旗

を
下
ろ
し
、
無
条
件
で
あ
っ

た
の
で
は
な
い
か
と
私
は
思

っ
て
い
る
。

答
弁
に
対
す
る
意
見　

必
要

な
ら
、
20
年
前
の
事
だ
っ
て

ぶ
り
返
す
こ
と
は
必
要
だ
。

　

当
時
、
鹿
島
か
ら
手
を
下

ろ
し
た
の
で
は
な
い
。
無
理

に
手
を
握
ら
せ
ら
れ
た
。

　

報
道
で
も
流
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
新
幹
線
に
は
こ
れ

か
ら
ど
こ
ま
で
予
算
が
増
え

る
か
定
か
で
は
な
い
。
こ
れ

ま
で
つ
ぎ
込
ん
だ
金
は
捨
て

て
で
も
、
新
幹
線
は
や
め
て

長
崎
本
線
を
存
続
さ
せ
る
べ

き
と
考
え
る
。

質
問
二　

市
民
会
館
は
３
月

31
日
で
閉
館
に
な
る
。
こ
れ

ま
で
、
市
民
の
文
化
の
中
心

と
し
て
市
民
と
一
緒
に
歩
い

て
き
て
い
る
。
２
月
、
３
月

を
使
っ
て
市
民
の
皆
さ
ん
に

無
料
開
放
を
し
て
、
「
あ
り

が
と
う
、
ご
苦
労
さ
ん
」
の

取
り
組
み
を
し
て
は
ど
う
か
。

答
弁　

３
月
は
申
し
込
み
が

多
く
入
っ
て
い
る
。
２
月
中

旬
を
一
週
間
程
度
あ
け
て
、

「
あ
り
が
と
う
市
民
会
館
」

（
仮
称
）
と
し
て
皆
さ
ん
に

利
用
し
て
も
ら
い
た
い
。

　

無
料
開
放
に
つ
い
て
は
１

月
か
ら
募
集
す
る
。

鹿
島
市
の
民
俗
文
化
に
つ
い
て

樋
口
　
作
二
　
議
員

質
問
一　

鹿
島
市
の
民
俗
文

化
は
、
ど
の
よ
う
に
記
録
さ

れ
て
い
る
か
。

答
弁
　
鹿
島
市
史
や
佐
賀
県

の
民
俗
な
ど
の
文
献
の
中
に

記
録
さ
れ
、
浜
町
舟
津
、
若

殿
分
、
広
平
地
区
は
詳
し
い

調
査
報
告
が
あ
る
。

質
問
二　

鹿
島
の
方
言
の
記

録
は
あ
る
か
。

答
弁　

昭
和
60
年
に
編
纂
さ

れ
た
、
「
鹿
島
の
方
言
」
が

残
っ
て
い
る
。

答
弁
に
対
す
る
意
見　

民
俗

学
に
詳
し
い
秋
篠
宮
文
仁
親

王
か
ら
戴
い
た
「
方
言
を
大

切
に
」
と
い
う
指
摘
も
あ
り
、

昔
の
暮
ら
し
が
伝
わ
る
方
言

を
活
用
す
べ
き
で
あ
る
。

質
問
三　

新
市
民
会
館
に
併

設
さ
れ
る
、
民
俗
資
料
館
の

運
営
方
針
は
あ
る
か
。

答
弁　

企
画
に
合
っ
た
資
料

を
、
選
定
・
展
示
し
て
い
き

た
い
。
ま
た
、
面
浮
立
な
ど

の
伝
承
芸
能
も
見
る
こ
と
が

で
き
る
よ
う
に
し
た
い
。

質
問
四　

鹿
島
市
の
伝
承
芸

能
の
種
類
と
、
そ
の
記
録
に

つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

面
浮
立
、
一
声
浮
立
、

鉦
浮
立
、
獅
子
浮
立
、
獅
子

舞
、
綾
竹
踊
り
が
伝
承
さ
れ

て
い
る
。
面
浮
立
は
、
鹿
島

が
誇
る
伝
承
芸
能
と
し
て
、

映
像
や
音
の
記
録
も
残
し
て

い
き
た
い
。

質
問
一　

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
と
は
な
に
か
。

答
弁　

紫
外
線
等
の
影
響
で
、

こ
ま
か
く
砕
け
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
ご
み
が
、
海
洋
生
物
だ

け
で
は
な
く
、
人
間
の
体
か

ら
も
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
。

質
問
二　

市
で
は
ど
う
対
応

し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

ご
み
は
、
８
種
類
に

分
別
し
、
減
量
化
に
努
め
て

い
る
。
ま
た
、
条
例
で
草
、

農
業
残
渣
物
を
除
き
、
野
焼

き
を
す
る
こ
と
を
禁
止
し
て

い
る
。

質
問
三　

Ｅ
Ｓ
Ｄ
（
持
続
可

能
な
開
発
の
た
め
の
教
育
）

に
は
、
ど
う
取
り
組
ん
で
い

る
の
か
。

答
弁　

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
推

進
室
で
の
環
境
学
習
実
践
が

認
め
ら
れ
、
地
域
Ｅ
Ｓ
Ｄ
活

動
推
進
拠
点
九
州
第
一
号
と

な
っ
た
の
で
、
よ
り
意
欲
的

に
取
り
組
み
た
い
。

質
問
四　

学
校
で
の
取
り
組

み
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

新
学
習
指
導
要
領
の

中
に
も
、
持
続
可
能
な
社
会

を
つ
く
る
力
を
育
て
る
と
明

記
さ
れ
て
い
る
の
で
、
今
後

よ
り
充
実
し
た
Ｅ
Ｓ
Ｄ
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
。

市
民
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
市
営
住
宅
を

杉
原
　
元
博
　
議
員

質
問
一　

中
村
住
宅
の
建
設

は
予
定
通
り
進
ん
で
い
る
の

か
、
現
状
何
か
問
題
点
な
ど

あ
る
の
か
。

答
弁　

今
年
3
月
の
入
居
開

始
に
向
け
、
順
調
に
工
事
は

進
み
、
現
時
点
で
特
に
問
題

は
な
い
。

質
問
二　

入
居
希
望
者
の
募

集
状
況
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

募
集
は
11
月
30
日
ま

で
実
施
。
入
居
者
の
決
定
を
、

12
月
9
日
抽
選
に
よ
り
完
了
。

満
室
の
状
態
で
稼
働
で
き
る

見
込
み
と
な
っ
た
。

質
問
三　

相
次
ぐ
災
害
の
連

続
で
、
老
朽
化
が
激
し
い
西

峰
団
地
の
修
繕
の
相
談
や
対

応
状
況
を
聞
く
。

答
弁　

入
居
者
か
ら
の
相
談

や
申
し
出
、
職
員
に
よ
る
調

査
で
、
修
繕
等
が
必
要
な
世

帯
や
箇
所
は
随
時
対
応
。
今

後
も
、
安
心
安
全
に
努
め
て

い
く
。

質
問
四　

西
峰
団
地
の
、
今

後
の
入
居
受
け
入
れ
判
断
と

方
向
性
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

老
朽
化
し
て
い
る
面

も
あ
り
、
入
居
案
内
は
控
え

て
い
る
。
今
後
は
、
鹿
島
市

住
生
活
基
本
計
画
に
お
い
て

十
分
把
握
、
検
討
し
方
針
決

定
し
て
い
く
。

質
問
五　

末
光
・
執
行
分
住

宅
の
駐
車
ス
ペ
ー
ス
が
不
足

し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
。

答
弁　

昨
年
度
に
、
６
台
分

の
駐
車
場
を
確
保
し
た
。
今

年
度
、
更
に
20
台
分
を
整
備
、

確
保
す
る
。

質
問
一　

胃
が
ん
の
発
生
状

況
と
対
策
に
つ
い
て
聞
く
。

答
弁　

男
性
で
２
番
目
、
女

性
で
３
番
目
に
多
い
。
30
代

に
ピ
ロ
リ
菌
検
査
、
40
歳
以

上
の
方
を
対
象
に
胃
の
エ
ッ

ク
ス
線
検
査
、
50
代
の
偶
数

年
齢
の
方
を
対
象
に
胃
内
視

鏡
検
査
を
実
施
し
て
い
る
。

質
問
二　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
の

対
象
年
齢
の
拡
充
を
求
め
る
。

答
弁　

40
代
へ
の
拡
充
を
前

提
に
、
検
討
し
て
い
く
。

質
問
三　

胃
が
ん
リ
ス
ク
検

診
（
A
B
C
検
診
）
の
導
入

に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

答
弁　

が
ん
の
リ
ス
ク
が
判

断
で
き
る
こ
と
は
、
市
民
の

皆
様
の
予
防
意
識
を
高
め
る

こ
と
に
つ
な
が
り
、
生
活
習

慣
改
善
の
き
っ
か
け
に
な
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
導
入

に
つ
い
て
は
、
前
向
き
に
検

討
し
た
い
。

質
問
四　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
と

A
B
C
検
査
費
用
を
聞
く
。

答
弁　

ピ
ロ
リ
菌
検
査
（
血

液
検
査
）
を
単
独
で
実
施
す

る
と
一
人
当
た
り
１
２
９
６

円
、
A
B
C
検
査
は
４
０
０

０
円
と
な
る
。

胃
が
ん
予
防
の
た
め
に

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
購
買
時
代
へ
の
対
応

市
民
会
館
の
閉
館
に
つ
い
て

肥
前
鹿
島
駅
前
開
発
に
つ
い
て

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
と

Ｅ
Ｓ
Ｄ

開館当時の市民会館

藤沼湖決壊による被災現場
の様子（福島県須賀川市）

大宮田尾面浮立

末光住宅駐車場整備工事の様子
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一
般
質
問

８９

一
般
質
問

「
空
き
家
対
策
」に
つ
い
て

勝
屋
　
弘
貞
　
議
員

質
問　

前
回
問
題
点
と
上
げ

た
部
分
の
改
善
、
空
き
家
数

の
把
握
は
で
き
た
の
か
。

答
弁　

H
P
を
更
新
し
、
登

録
物
件
の
情
報
が
一
目
で
分

か
る
よ
う
に
し
た
。

　

ま
た
、
税
務
課
と
の
協
力

で
固
定
資
産
税
通
知
の
中
に
、

空
き
家
バ
ン
ク
制
度
の
お
知

ら
せ
を
同
封
し
た
と
こ
ろ
、

問
い
合
わ
せ
が
増
加
し
た
。

　

空
き
家
数
に
関
し
て
は
、

区
長
を
通
じ
把
握
を
試
み
た

が
、
個
人
情
報
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
問
題
で
、
思
う
よ
う
に

い
か
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

10
〜
20
％
の
空
き
家
が
存

在
す
る
と
推
測
す
る
が
、
情

報
収
集
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

宅
地
造
成
に
伴
う
農

地
減
少
に
よ
る
保
水
能
力
の

低
下
を
懸
念
す
る
が
、
ど
う

か
。

答
弁　

雨
水
排
水
対
策
と
し

て
、
開
発
地
内
に
調
整
池
を

つ
く
り
下
流
域
に
影
響
が
な

い
よ
う
計
画
し
て
い
る
。

　

大
き
な
範
囲
で
は
、
土
地

の
形
状
の
変
化
に
伴
う
保
水

能
力
も
考
慮
し
、
排
水
計
画

を
策
定
し
て
い
る
。

　

近
年
は
、
ゲ
リ
ラ
豪
雨
の

発
生
な
ど
、
そ
の
対
策
が
遅

れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
が
、

浸
水
実
績
を
考
慮
し
段
階
的

に
取
り
組
む
。

質
問　

日
本
棋
院
鹿
島
支
部

が
中
心
と
な
り
、
様
々
な
取

り
組
み
を
し
て
い
る
が
、
高

齢
者
が
多
く
後
継
者
が
い
な

い
よ
う
な
状
態
だ
。

　

後
継
者
の
育
成
を
含
め
た

今
後
の
対
応
と
、
就
学
前
の

取
り
組
み
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

祐
徳
本
因
坊
戦
や
市

の
事
業
「
ヒ
カ
ル
の
碁
」

「
ふ
れ
あ
い
囲
碁
」
等
で
協

力
い
た
だ
き
、
今
回
の
サ
ミ

ッ
ト
で
も
非
常
に
お
世
話
に

な
っ
た
。

　

今
後
も
、
支
部
の
方
々
が

当
事
者
的
組
織
で
、
第
一
人

者
と
し
て
か
か
わ
っ
て
も
ら

い
、
仕
掛
け
仕
組
み
づ
く
り

を
、
互
い
の
立
場
で
囲
碁
文

化
が
途
絶
え
な
い
よ
う
に
進

め
て
い
く
。

　

サ
ミ
ッ
ト
の
中
で
も
就
学

前
の
取
り
組
み
は
非
常
に
有

効
で
あ
る
と
い
う
紹
介
も
あ

り
、
参
考
に
な
っ
た
。

　

園
長
会
等
で
紹
介
し
、
小

さ
い
頃
か
ら
囲
碁
に
触
れ
る

き
っ
か
け
を
つ
く
り
、
後
継

者
の
育
成
に
努
め
る
。

遊
休
農
地
対
策
に
つ
い
て

中
村
　
和
典
　
議
員

質
問 

農
業
委
員
会
で
は
、
一

昨
年
か
ら
遊
休
農
地
の
解
消

対
策
と
し
て
、
中
山
間
地
の

ミ
カ
ン
園
約
３
０
ha
に
茶
園

の
造
成
を
予
定
さ
れ
る
農
業

法
人
へ
企
業
参
入
を
進
め
て

こ
ら
れ
た
が
、
ど
う
な
っ
た

の
か
聞
き
た
い
。

答
弁　

補
助
事
業
の
導
入
に

当
た
っ
て
、
費
用
対
効
果
の

算
定
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
基

準
が
1.0
以
上
に
満
た
な
い
こ

と
か
ら
、
事
業
化
は
難
し
い

と
の
判
断
が
な
さ
れ
た
。

質
問
一 
多
良
岳
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
は
昭
和
56
年
に
完
了
し
、

昭
和
39
年
の
着
工
か
ら
は
す

で
に
半
世
紀
が
過
ぎ
た
。

　

遊
休
化
し
た
樹
園
地
を
再

利
用
す
る
た
め
に
、
１
〜
３

ha
規
模
の
農
場
団
地
整
備
に

取
り
組
め
な
い
か
。

答
弁　

多
良
岳
パ
イ
ロ
ッ
ト

事
業
地
区
を
再
整
備
す
る
た

め
に
は
高
い
ハ
ー
ド
ル
が
あ

る
。

　

例
え
ば
、
農
地
法
の
転
用

規
制
や
補
助
事
業
の
二
重
投

資
の
禁
止
等
厳
し
い
要
件
が

あ
る
。

質
問
二　

厳
し
い
要
件
を
ク

リ
ア
ー
す
る
た
め
に
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
11
対
策
や
日
欧
Ｅ
Ｐ
Ａ
対

策
の
地
元
戦
略
対
策
・
要
望

と
し
て
、
国
や
県
に
働
き
か

け
が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

法
律
を
改
正
す
る
た

め
に
は
、
農
業
保
護
論
や
私

有
財
産
の
譲
渡
等
の
世
論
を
、

ど
う
克
服
す
る
か
が
こ
れ
か

ら
の
知
恵
で
あ
る
。

質
問
一　

３
年
前
か
ら
要
望

が
あ
っ
て
い
る
が
、
取
り
組

み
状
況
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

鹿
島
猟
友
会
か
ら
、

こ
れ
ま
で
２
回
要
望
書
が
提

出
さ
れ
た
。
建
設
予
定
地
15

箇
所
を
選
定
し
、
用
地
の
確

保
に
努
め
て
き
た
が
、
所
有

者
や
周
辺
か
ら
同
意
が
得
ら

れ
ず
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

質
問
二　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ユ

ー
ル
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

猟
友
会
が
鹿
島
市
・

嬉
野
市
・
太
良
町
で
構
成
す

る
、
広
域
駆
除
対
策
協
議
会

で
基
本
的
な
方
針
に
つ
い
て

検
討
を
し
て
い
る
。

　

場
所
が
決
ま
り
地
元
の
同

意
が
得
ら
れ
れ
ば
、
事
業
主

体
と
な
り
建
設
さ
れ
る
こ
と

に
な
る
の
で
、
補
助
事
業
の

活
用
策
な
ど
誠
意
を
も
っ
て

対
応
し
て
い
き
た
い
。

農
業
団
地
構
想
に
つ
い
て

治
水
対
策
に
つ
い
て

囲
碁
を
活
用
し
た
街
づ

く
り
に
つ
い
て

公
共
施
設
の
総
合
管
理

計
画
に
つ
い
て

鹿
島
市
の
子
育
て
支
援
策
に
つ
い
て

松
田
　
義
太
　
議
員

質
問
一　

平
成
31
年
10
月
1

日
か
ら
「
幼
児
教
育
の
無
償

化
」
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

市
内
の
保
育
園
・
幼
稚
園
・

認
定
こ
ど
も
園
、
保
護
者
へ

の
説
明
、
報
告
な
ど
は
行
わ

れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

幼
児
教
育
の
無
償
化

に
つ
い
て
、
国
よ
り
詳
細
な

内
容
に
つ
い
て
の
説
明
が
あ

っ
て
い
な
い
の
で
、
わ
か
り

次
第
、
市
内
の
施
設
等
に
報

告
し
た
い
。

質
問
二　

無
償
化
に
な
れ
ば

園
児
数
が
増
え
る
こ
と
も
考

え
ら
れ
、
保
育
士
等
の
人
材

確
保
、
受
け
入
れ
体
制
の
充

実
な
ど
、
市
内
施
設
と
の
連

携
が
さ
ら
に
重
要
と
思
う
が

担
当
課
の
見
解
を
聞
き
た
い
。

答
弁　

園
児
数
が
増
え
る
と

は
想
定
し
て
い
な
い
が
、
市

内
施
設
と
の
連
携
等
、
適
切

に
対
応
し
た
い
。

質
問
三　

放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
運
営
に
つ
い
て
。
子
供

達
が
安
全
か
つ
安
心
し
て
育

成
さ
れ
る
の
に
十
分
な
職
員

体
制
づ
く
り
や
、
支
援
員
を

確
保
す
る
た
め
に
は
、
処
遇

の
改
善
、
研
修
の
充
実
が
必

要
で
は
な
い
の
か
。
現
在
、

市
内
４
２
８
名
の
児
童
が
利

用
し
て
い
る
。

答
弁　

支
援
員
の
時
給
等
は
、

県
内
で
比
較
し
て
も
低
く
は

な
い
が
、
今
後
の
人
材
確
保

を
考
慮
す
れ
ば
処
遇
の
改
善

等
、
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
四　

明
倫
小
の
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
な
ど
、

学
校
の
空
き
教
室
の
活
用
を

考
え
れ
ば
、
教
育
委
員
会
と

福
祉
課
と
の
連
携
は
重
要
で

あ
る
。
定
期
的
な
情
報
交
換

な
ど
行
わ
れ
て
い
る
の
か
。

答
弁　

空
き
教
室
の
活
用

等
、
各
学
校
で
課
題
が
あ
る

の
で
、
連
携
し
な
が
ら
対
応

し
た
い
。

質
問
　
今
後
の
鹿
島
市
の
財

政
運
営
を
考
え
る
な
ら
ば
、

大
型
事
業
（
市
民
会
館
建

設
、
か
た
ら
い
の
整
備
）
で

一
定
の
め
ど
を
つ
け
、
市
内

の
公
共
施
設
（
市
役
所
庁
舎

の
耐
震
）
、
地
区
公
民
館

（
災
害
時
の
避
難
場
所
）
、

市
民
体
育
館
な
ど
の
計
画
的

な
更
新
が
必
要
で
あ
り
、
具

体
的
な
検
討
は
な
さ
れ
て
い

る
の
か
。

答
弁　

市
内
公
共
施
設
の
老

朽
化
は
、
喫
緊
な
課
題
と
認

識
し
て
い
る
。

　

平
成
32
年
度
を
め
ど
に
、

具
体
的
な
計
画
に
つ
い
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

久
保
山
配
水
池
造
成
工
事
の
変
更
に
つ
い
て

伊
東
　
茂
　
議
員

質
問
　
昭
和
54
年
築
造
の
久

保
山
配
水
池
は
、
移
転
計
画

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
基
礎
工
事
の
増

工
に
よ
り
、
当
初
予
算
５
６

6
4
万
6
千
円
か
ら
１
億
１

５
７
１
万
１
２
０
０
円
へ
と

増
額
さ
れ
て
工
事
は
完
了
し

て
い
る
。
議
案
審
議
に
上
程

せ
ず
、
予
算
の
流
用
と
な
っ

て
い
る
理
由
は
何
か
。
市
民

の
水
道
料
金
の
収
益
か
ら
事

業
は
進
め
ら
れ
る
こ
と
を
考

え
れ
ば
、
安
易
に
工
事
変
更

は
問
題
と
考
え
る
。

答
弁　

予
定
支
出
の
経
費
の

金
額
流
用
に
つ
い
て
は
、
営

業
費
用
と
営
業
外
費
用
は
認

め
ら
れ
て
い
る
。
事
前
調
査

で
は
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

躯
体
基
礎
部
の
床
掘
り
を
行

っ
た
結
果
、
底
盤
部
分
を
横

断
す
る
よ
う
に
、
支
持
岩
盤

の
一
部
が
V
字
型
に
風
化
し

て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
増

工
と
な
っ
た
。
今
後
は
、
細

心
の
注
意
を
払
い
工
事
を
進

め
る
。

質
問
　
昨
年
、
鹿
島
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
か
ら
鹿
島
市
と
市

議
会
に
人
工
芝
生
化
の
要
望

書
と
、
賛
同
す
る
３
１
７
６

人
の
署
名
が
提
出
さ
れ
て
い

る
。
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
利

用
状
況
を
見
て
も
、
年
間
延

２
万
４
千
人
以
上
の
サ
ッ
カ

ー
関
係
者
が
利
用
し
て
い
る
。

県
体
で
の
優
勝
、
社
会
体
育

も
熱
心
な
指
導
を
受
け
、

数
々
の
成
果
を
上
げ
て
お
り
、

本
市
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に
欠

か
せ
な
い
競
技
団
体
で
あ
る
。

要
望
に
対
し
、
蟻
尾
山
運
動

公
園
周
辺
の
駐
車
場
不
足
、

使
用
料
金
の
有
料
化
へ
の
懸

念
な
ど
課
題
も
あ
り
、
議
会

は
継
続
審
査
の
回
答
を
出
し

た
。
市
内
ス
ポ
ー
ツ
環
境
の

整
備
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

鹿
島
市
の
見
解
を
問
う
。

答
弁　

昨
年
、
サ
ッ
カ
ー
協

会
会
長
に
口
頭
で
現
状
で
は

難
し
い
と
伝
え
た
。
し
か
し
、

２
０
２
３
佐
賀
国
体
に
向
け

て
体
育
施
設
の
整
備
は
必
要

と
考
え
て
い
る
。

　

今
後
、
庁
内
で
議
論
を
深

め
、
検
討
し
て
い
く
。

イ
ノ
シ
シ
等
の
解
体
処
理

施
設
の
建
設
に
つ
い
て

老朽化が進む市内公共施設

久保山配水池基礎工事

蟻尾山公園サブグラウンド

囲碁サミット2018in鹿島

遊休地を再生した茶園

蟻
尾
山
公
園
サ
ブ
グ
ラ
ウ
ン
ド

の
人
工
芝
生
化
の
要
望
書

に
つ
い
て
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行
政
視
察
報
告
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行
政
視
察
報
告

横手市　園芸メガ団地

北上市　北上総合運動公園陸上競技場

登米市　長沼フートピア公園

須賀川市での研修

総務建設環境常任委員会 行政視察報告
　平成23年3月11日午後2時46分に発生した東日本大震災から7年半が経過し、政府の復興
期間である平成32年度まで残り2年半となった。宮城県気仙沼市及び福島県須賀川市の復興と
防災対策、さらに、岩手県久慈市の公共下水道事業に初めて採用した、デザインビルド(DB)一括
発注方式の契約等について研修を行った。
●10月22日（月）宮城県気仙沼市(人口64,352人、面積332.44㎢)
　震災により人口1万人減少、市の予算250億円から2,500億円になった。被災の状況は死者
数1,042人、行方不明215人、住宅被災棟数15,815棟、被災世帯9,500世帯。都市計画区域
9.6㎢をはるかに超える18.65㎢が津波によって浸水被害を受けた。特徴として、危険物燃料タ
ンク23基のうち22基が流出し、それが原因で建物火災13
件が発生し2.48㎢が焼失、事業所数4,593ヵ所のうち
3,672ヵ所が被災、漁船約3,000隻が損壊、建物63,800
棟の内26,124棟が被災。電気、ガス、水道、電話、下水道は
全部復旧するのに平成23年10月7日までかかった。
　震災復興計画の目標は、津波死ゼロのまちづくり、早期の
産業復活と雇用の確保、職住復活と生活復興、持続発展可能
な産業の再構築、スローでスマートなまちと暮らし、地域に
笑顔溢れるまち。これらを目指して、土地区画整理事業、防災体制の整備、産業再生と雇用創出、
地域コミュニティの充実と市民との協働などの事業を実施している。
　震災後の防災対策は、1000年に一度と言われる今回のような最大クラスの津波を受け、そ
の後の対策として、住民の避難を軸に、土地利用、避難施設の整備などソフト・ハードによる多重
防御の考え方で取り組んでいる。

●10月23日（火）岩手県久慈市(人口35,642人、面積623.50㎢）　　
　公共下水道事業の早期完成を図るため、鹿島市でも検討しているデザインビルド(DB)発注方
式の導入について研修。ＤＢ方式とは、設計から施工までを一括発注する方式であり、この方式で
事業を施工すると事業費は約18％安くなり、工期は約1.5倍早くなると説明を受けた。

●10月24日（水）福島県須賀川市(人口77,441人、面積279.43㎢)
　地震発生直後、標高420mの谷間にあった藤沼湖が、100秒以上続いた地震動により堰堤(え
んてい)が決壊し、150万トンの鉄砲水が下流の3集落を襲い、この濁流で22戸が流失や全壊
し、死者7人、行方不明者1人の犠牲者が出た。市役所も浸水したため、体育館へ移動し業務を
行った。藤沼湖は、昭和24年に造成された農業用ため池である。面積は20ha、貯水量は150万
トンあり837haの農地を灌漑していた。ため池の決壊により
約90haの水田や畑が泥土をかぶり耕作不可能となり、水田
837haの約8割が田植えができなくなった。
　被災後「藤沼湖決壊による被災者の会」を結成。福島県、須
賀川市、土地改良区、被災者の会により解決策を検討し、弔
慰金及び見舞金を支払うことで合意。藤沼湖の復旧工事は
平成25年10月に県営事業として着工され、今は試験湛水
中で来年3月には完了予定である。
　　　　総務建設環境常任委員会
　　　　　　　　　　委員長　光武　学　　　副委員長　中村 和典
　　　　　　　　　　委　員　杉原　元博　　松田 義太　徳村 博紀　福井 正　松尾 勝利

平成30年
10月22日(月)～10月24日(水)文教厚生産業常任委員会 行政視察報告

●１０月１５日（月）秋田県大仙市　　小中学校における学力向上の取り組みについて
　大仙市の市立小学校は２１校で、児童数３,５０３人。同じく市立中学校は１１校で、生徒数１,８２３人。大
仙市の教育大綱は、「生きる力を育み、社会を支える創造力あふれる人づくり」である。教育方針には３つ
の柱がある。１つ目は、豊かな心と健康な体を育む学校づくり。２つ目は、主体的でグローバルな学びを進
める学校づくり。３つ目が家庭・地域と一体となった開かれた学校づくりである。　　
　大仙市の取り組みの成果が現れ、学力は秋田県内トップで、全国平均を大きく上回っている。成績が伸び
悩む学校には、職員の入れ替えを大胆に行うなど、市と教育委員会全体での取り組みを行っている。

●１０月１６日（火）秋田県横手市　　園芸メガ団地について
　２０１４年から秋田県主導の総合支援対策として、秋田県５
０％、横手市２５％、受益者２５％の補助率で、県が技術を提供し
農産物が競合しないように園芸メガ団地を展開している。園芸メ
ガ団地はそれぞれ、販売額１億円を目指している。
　今回現地視察した、農事組合法人「館合ファーム」では、３０代
の若手営農者が中心となり、雄物川ライスセンターの管理運営を
軸としながら、スイカやほうれん草などの複合農業経営を行って
いる。

●１０月１６日（火）岩手県北上市　　北上市スポーツ推進計画について
　北上市のスポーツ都市宣言の基本理念は、「スポーツで心と体
が元気になるまち」。その理念を支えるため、３つの基本方針があ
る。１つ目は、スポーツによる健康づくり。２つ目は、競技力の向上
に向けた選手の育成と指導者の育成。３つ目が、地域社会の活性
化を図るための、スポーツによるまちづくりの推進である。
　主な取り組みとして、幼児期から運動習慣を身につけさせて、
青少年期は心身の健全な発育の促進を行い、成年期は健康維持
を目標に、また高齢期は、健康づくりの推進と、年代ごとに方向性
を定め普及促進を行っている。また、障がい者スポーツの普及促
進も行い、スポーツ環境の充実を目指している。

●１０月１７日（水）宮城県登米市　　東北風土マラソン＆フェスティバルについて
　登米市長沼フートピア公園にて開催された、東北風土マラソン
＆フェスティバル２０１８は、第５回大会であったが、ランナーの
参加者が６,８００人、会場周辺への来場者は２日間で５３,０００
人を数え、その経済波及効果は約３億円であった。
　スポーツを通した地方創生モデルとして注目を集めており、２
０１５年度のグッドデザイン賞を受賞している。また、会場の長沼
は、２０２０年東京オリンピックのボート競技の開催候補地にも挙
がっていた。夏には、長沼の湖面全体を蓮の花が覆うとの事。コー
ス上の東北の風土を楽しみ、東北の美味しい食「フード」を一口サ
イズで存分に味わうことができる。ランナー以外も楽しめるお祭りマラソンを目指している。大会の運営
費は、参加費３,０００円と、個人や法人サポーターの寄附で成り立っている。
　　　　文教厚生産業常任委員会
　　　　　　　　　委員長　稲富　雅和　　  副委員長　　勝屋  弘貞
　　　　　　　　　委　員　片渕  清次郎　   樋口　作二　伊東  茂　　松尾  征子　　⻆田  一美　

平成30年
10月１５日（月）～１７日（水）
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市民と議会の意見交換会

日　時：平成30年11月13日（火）19:00～21:00
場　所：鹿島市生涯学習センター２階　エイブルホール
出席者：議員13人、市民90人

平成30年度

『議会報告会（第9回)』報告
議
会
報
告
会

1213

議
会
報
告
会

　

今
回
の
議
会
報
告
会
は
、
鹿
島
市
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
の
エ
イ
ブ
ル
ホ
ー
ル
で
開
催
し

ま
し
た
。
議
会
側
か
ら
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、

第
一
部
「
鹿
島
市
議
会
の
今
期
３
年
間
の
活

動
報
告
に
つ
い
て
」
、
第
二
部
「
こ
れ
か
ら

の
鹿
島
市
の
課
題
に
つ
い
て
」
と
い
う
議
題

で
、
特
に
、

　

１
、
新
市
民
会
館
の
建
設
計
画

　

２
、
鹿
島
市
の
防
災
対
策

の
２
点
に
関
し
て
市
議
会
か
ら
説
明
を
行
い

ま
し
た
。

　

参
加
さ
れ
た
市
民
の
皆
さ
ま
か
ら
は
、
貴

重
な
ご
意
見
、
ご
要
望
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

【
第
一
部
】
今
期
３
年
間
の
活
動
報
告
に
つ

　
い
て
、
参
加
者
の
意
見
・
質
問
・
説
明
等

①
（
参
加
者
）
震
度
４
以
上
の
と
き
、
鹿
島

市
は
ど
こ
か
ら
援
助
を
受
け
ら
れ
る
の

か
。

　

（
市
議
会
）
県
や
協
定
を
結
ん
で
い
る
近

隣
市
町
、
九
州
市
長
会
と
連
携
が
で
き
る
。

支
援
物
資
の
受
付
は
、
社
会
福
祉
協
議
会

が
窓
口
と
な
る
。
自
衛
隊
や
警
察
等
か
ら

も
、
各
種
の
支
援
が
あ
る
。

②
（
参
加
者
）
政
務
活
動
費
を
も
ら
っ
て
い

な
い
と
報
告
が
あ
っ
た
が
、
議
員
個
人
研

修
が
そ
れ
に
当
た
る
の
で
は
な
い
か
。

　

（
市
議
会
）
政
務
活
動
費
で
は
な
く
、
研

修
旅
費
と
し
て
議
会
の
予
算
か
ら
支
出
さ

れ
て
い
る
。

　
　

議
会
事
務
局
を
通
じ
て
相
手
方
へ
視
察

を
申
請
し
、
市
の
旅
費
規
程
に
よ
り
積
算

し
て
支
給
さ
れ
る
。

③
（
参
加
者
）
議
員
提
案
議
案
の
記
載
が
あ

る
が
、
日
本
酒
で
乾
杯
条
例
以
外
に
、
何

を
提
案
し
た
の
か
。

　

（
市
議
会
）
議
員
提
案
は
条
例
だ
け
で
は

な
く
、
市
民
の
た
め
に
な
る
意
見
書
を
国

等
に
提
出
す
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。

④
（
参
加
者
）
行
政
視
察
の
成
果
や
、
行
っ

て
よ
か
っ
た
点
を
教
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

（
市
議
会
）
中
村
住
宅
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業

（
民
間
の
力
を
借
り
て
作
る
新
手
法
）
や
、

下
水
道
整
備
対
象
外
の
地
域
へ
合
併
浄
化

槽
の
補
助
金
を
出
せ
な
い
か
提
案
し
た
。

今
年
で
き
た
鹿
島
市
健
康
体
操
も
、
健
康

寿
命
が
高
い
先
進
地
へ
の
視
察
を
参
考
と

し
て
、
執
行
部
へ
提
案
を
し
た
も
の
で
あ

る
。

⑤
（
参
加
者
）
議
会
報
告
会
の
女
性
の
参
加

が
非
常
に
少
な
い
。
市
議
会
の
内
容
は
女

性
に
も
身
近
な
事
と
思
う
が
、
内
容
が
良

く
な
い
の
か
ど
う
か
。

　

（
市
議
会
）
常
任
委
員
会
で
、
女
性
の
方

を
対
象
に
、
子
育
て
や
教
育
等
の
身
近
な

問
題
を
テ
ー
マ
に
出
前
講
座
形
式
で
す
る

な
ど
、
今
後
議
会
で
考
え
て
い
き
た
い
。

【
第
二
部
】
こ
れ
か
ら
の
鹿
島
市
の
課
題
に

　
つ
い
て
、
参
加
者
の
意
見
・
質
問
・
説
明
等

１
．
新
市
民
会
館
の
建
設
計
画

①
（
参
加
者
）
新
市
民
会
館
の
計
画
に
つ
い

て
、
現
在
の
市
民
会
館
の
収
容
人
数
で
あ

る
約
1
千
席
程
度
か
ら
8
0
0
席
と
減
っ

た
い
き
さ
つ
は
。

　

（
市
議
会
）
国
の
補
助
金
を
多
く
受
け
る

た
め
に
は
、
２
つ
の
建
築
物
を
統
合
す
れ

ば
利
用
で
き
る
補
助
金
が
あ
り
、
古
枝
に

あ
る
歴
史
民
俗
資
料
館
を
一
緒
に
、
新
市

民
会
館
と
建
設
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
に
は
、
一
定
の
面
積
要
件
が
あ
る
た
め
、

最
大
限
の
約
8
0
0
席
で
検
討
が
さ
れ
て

い
る
。

②
（
参
加
者
）
新
市
民
会
館
の
駐
車
場
不
足

の
問
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

　

（
市
議
会
）
駐
車
場
は
、
色
々
な
意
見
が

出
て
い
る
。
最
重
要
課
題
で
あ
る
が
、
ま

だ
模
索
中
で
明
確
な
計
画
は
決
ま
っ
て
い

な
い
。
議
会
も
、
よ
り
良
い
整
備
を
市
民

と
一
緒
に
考
え
て
い
き
た
い
。

２
、
鹿
島
市
の
防
災
対
策

①
（
参
加
者
）
災
害
時
の
指
定
避
難
所
は
、

収
容
可
能
人
員
１
万
人
と
な
っ
て
い
る
が
、

も
し
宿
泊
を
伴
う
場
合
、
こ
れ
だ
け
の
収

容
人
数
で
大
丈
夫
な
の
か
。

　

（
市
議
会
）
宿
泊
施
設
で
は
な
い
が
、
極

端
な
災
害
が
発
生
し
、
家
に
戻
れ
な
い
市

　

民
が
、
一
時
的
に
１
週
間
や
１
ヶ
月
程
度

は
滞
在
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

②
（
参
加
者
）
避
難
指
示
が
出
た
時
、
指
定

避
難
所
は
市
民
全
員
に
対
応
で
き
る
の

か
。
避
難
場
所
が
浸
水
し
た
ら
次
は
ど
う

す
る
の
か
、
高
潮
で
水
位
が
上
が
っ
た
ら

ど
の
よ
う
に
避
難
す
る
の
か
な
ど
、
１
つ

ず
つ
現
実
的
に
検
証
し
、
よ
り
具
体
的
な

事
前
準
備
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
。

　

（
市
議
会
）
自
主
防
災
組
織
が
、
各
行
政

区
に
で
き
て
い
る
。
行
政
か
ら
出
向
い
て

指
導
を
し
た
り
、
防
災
意
識
を
高
め
る
よ

う
打
ち
合
わ
せ
る
事
が
大
事
だ
。
色
々
と

想
定
し
て
訓
練
や
協
議
を
行
い
、
日
頃
の

積
み
重
ね
が
自
主
防
災
組
織
等
の
充
実
に

つ
な
が
る
と
思
う
。

③
（
参
加
者
）
異
常
気
象
で
予
期
せ
ぬ
大
雨

が
降
っ
た
り
す
る
。
西
牟
田
側
か
ら
排
水

す
る
と
対
岸
の
中
村
側
は
ギ
リ
ギ
リ
に
な

っ
て
い
る
の
で
、
排
水
ポ
ン
プ
場
の
施
設

老
朽
化
の
問
題
と
、
気
象
状
況
に
応
じ
た

排
水
対
策
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

　

（
市
議
会
）
西
牟
田
ポ
ン
プ
場
は
ポ
ン
プ

を
１
基
増
設
予
定
で
あ
り
、
高
津
原
か
ら

黒
川
へ
の
排
水
の
対
策
が
取
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
、
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
事

業
に
よ
り
、
ポ
ン
プ
場
の
エ
ン
ジ
ン
の
再

利
用
な
ど
も
計
画
が
さ
れ
て
い
る
。

３
、
そ
の
他
市
民
の
声

①
（
参
加
者
）
美
術
作
品
が
常
設
で
観
ら
れ

る
場
所
が
な
い
。
旭
ケ
岡
公
園
（
城
内
）

の
あ
る
文
教
地
区
の
活
用
を
、
議
会
で
も

考
え
て
も
ら
い
た
い
。

　

（
市
議
会
）
エ
イ
ブ
ル
２
階
の
床
の
間

コ
ー
ナ
ー
で
、
様
々
な
作
品
展
示
が
さ
れ

て
い
て
、
今
あ
る
環
境
の
中
で
行
政
も

や
っ
て
い
る
と
理
解
し
て
い
る
。
文
教
地

区
の
活
用
は
、
議
会
と
し
て
も
提
案
し
て

い
き
た
い
。

②
（
参
加
者
）
「
か
た
ら
い
」
は
、
タ
ン
ク

が
屋
上
か
ら
１
階
へ
移
設
さ
れ
て
い
る
が
、

停
電
の
時
に
水
道
は
出
る
の
か
。
ま
た
、

大
雨
時
に
中
牟
田
ポ
ン
プ
場
な
ど
下
水
道

は
ど
う
な
る
の
か
。

　

（
市
議
会
）
「
か
た
ら
い
」
は
、
自
家
発

電
装
置
が
あ
る
が
、
使
用
可
能
時
間
は
分

か
ら
な
い
。
下
水
道
と
合
わ
せ
て
調
べ
て

報
告
を
し
た
い
。

③
（
参
加
者
）
熊
本
に
視
察
に
行
っ
た
時
、

ト
イ
レ
が
一
番
困
っ
た
と
聞
い
た
が
、
ト

イ
レ
は
ど
う
い
う
対
応
に
な
る
の
か
。

　

（
市
議
会
）
鹿
島
小
学
校
に
お
い
て
は
、

マ
ン
ホ
ー
ル
を
利
用
し
た
組
み
立
て
式
ト

イ
レ
が
設
置
で
き
、
断
水
の
時
や
災
害
時

に
使
用
で
き
る
。

議
会
報
告
会
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
ご
意
見

に
つ
い
て
は
14
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て

い
ま
す
。

［平成30年12月議会号］ ［平成30年12月議会号］



鹿島市消防団年末警戒 出初め式

祝賀放水

議
会
報
告
会 

市
民
ア
ン
ケ
ー
ト

1415

意
見
書

頭首工（可動堰）の維持保全に対する支援増を求める意見書
　鹿島市内における頭首工（可動堰）は現在２９ヶ所設置されており、その維持保全については、国
や県の補助事業などを活用し、地元（受益者）が主体となり行なっています。
　しかしながら、昭和５０年代から平成の初期にかけての河川改修工事に伴い改築された頭首工
（可動堰）は、１０年ごとに本体の塗装が必要となるほか、築造後３０年以上が経過していることから、
油圧シリンダーや付属する配管からの油漏れ、取水ゲート開閉機などの故障が想定以上に発生し
ています。また、受益者である農家戸数が減少する中で、頭首工（可動堰）の維持保全に必要な経
費は増加していることから、地元（受益者）の負担がますます大きくなっている状況にあります。
　市内の頭首工（可動堰）の役割は、農業用水の取水に限らず、生活環境を潤わせる水や火災時
の防火用の水などを取水する多面的機能が高く、市民が安全・安心に暮らす上で公益性の高い重
要な施設となっています。
　以上のことから、頭首工（可動堰）の適切な管理を推進し、増加している地元（受益者）負担の軽
減を図るため、その維持保全に対する更なる支援をしていただきますよう求めます。

　以上　地方自治法第９９条の規定により意見書を提出します。

　平成３０年１２月２０日
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　　　　　　鹿島市議会

　佐賀県知事 　山　口　祥　義　　様

市民と議会の意見交換会 市民アンケートでのご意見
３０代
●防災についての議員さんの説明が、素人にも分かるように説明してくださったので良かった。

５０代
●パネラーとして女性団体の代表者を交えての意見交換会をステージで実施したら、団体の動員などで女性の参
加者が増えるのではないでしょうか。 

６０代
●質問を受ける時間も必要だが、議員としての重要用件を強く市政に反映させたい案件を、議員個人の案件（構
想）として主張して欲しい。     
●議会だよりの中の視察報告は、議員個人個人受け取り方が違います。もう少し、議員個人の感想をくわしくお知
らせください。     
●防災に対するきめ細かな対策が、まだまだこれからだという印象が強かった。新市民会館への市民の浸透がう
すいと思う。     
●議員の皆さんの対応は、簡潔で分かりやすかった。質問者は、内容を整理して聞いていただきたい。
●防災の関係について説明を受け、参考になりました。

60代
●限られた時間ですが、鹿島市の地域課題である①人口減少、②少子化、③高齢化、④核家族化などについても、
総合的にでも触れる必要があると思います。
●産業振興、雇用問題についても市民は関心があり、議会、各議員の考え方、スタンスも知りたいと思います。
●配布された資料も見やすく、説明も非常にわかりやすかったので、よかったと思います。お疲れ様でした。

60代
●若い方の参加がなくて残念でした。     
●この会について、市民への広報がうすかったのでは。

60代
●①防災に対する区への連絡情報を明確にする必要がある。②市民会館の駐車場がせまいので、スペースを最
大限に活用してください。８００席の１／３駐車スペース（最低）③災害時における避難場所（各区）を明確にす
る。水、トイレ、電気（発電機の設置）をどうするか。
●会場が暗く資料が見えない。
●議員さん方の、市に対する熱意がよく分かりました。市の行政と議員さんの知恵を出し合って、すばらしい町づ
くり推進に頑張ってほしいと思います。

70代
●ご苦労様でした。説明が多く、質問時間が少なかったと思う。     
●報告会が西牟田公民館で行われておらずと質問したら、希望があった場合との答弁でした。希望とは、誰がする
のか、そうではなくて、希望が西牟田区からあるなしにかかわらず、是非西牟田公民館でもやってほしい。
●色々な項目についての説明はよく分かって、勉強になった。未だ色んな面で考慮する問題が山積みする事があ
るので、議員さん達のご検討をよろしく。     
●①今話題のふるさと納税の事は、市議会では取り上げてなかったが、鹿島は問題になっていないのでしょうか。
　②中木庭ダム周辺の利用で、遊具はあるが急な雨等に対しての設備がなく安心して利用出来ないのではない
か。
　③女性が少ないのも、連絡網がうまく行き届いておらず、こういう報告会はもう少し連絡徹底してほしい。
●①議員さんが上段から物申すという感じに見える。一般人が下でなく、パイプイスを囲んで、同じ目線で話した
い②女性の為の、市議さんとの話し合いを開いてほしい。街中で女性の方の意見を聞きました。近いうち、報告
したいと思います。まとめますと、子育てや老後のじいちゃん、ばあちゃんが楽しめるところが欲しいという意見
です。

80代
●報告の時間が多く、意見交換の時間が不足したようだ。もっと概略でよいのではないか。市議が、一般市民から
意見を聞くことのできる数少ない機会だから、事前に協議してもらいたい事（要望）を出してもらっておけば、題
目もしぼれるし、その意見も深まるのではないか。報告会より、意見交換に絞った会がよくないかと思う。

80代
●空き家対策について、安全性を考慮して検討してほしい。年々長寿社会が進んでいます。高齢者にとっては、運
転免許証を自主返納が進んでいます。これからは、足の確保が課題ではなかろうか。   
●本当に参加して良かったと思います。色々と勉強になりました。また参加させていただきます。年は重ねても、目
と耳をしっかりして楽しくすごしていきます。    
     
     
         
     

か どう ぜき

［平成30年12月議会号］ ［平成30年12月議会号］



議会あれこれ
（平成30年10月～12月）

行政視察受入状況
　　　　　　(平成30年10月～12月)

編
集
後
記

編
集
後
記

10月

11月

12日 議会だより編集委員会
15日～17日
 文教厚生産業常任委員会行政視察
16日　  議会報告会開催の記者会見
19日　 議場開放・ＩＣＴプロジェクト委員協議会
　　　　佐賀県市議会正副議長会
22日～24日
 総務建設環境常任委員会行政視察
22日　 道路期成会３団体の要望活動（長崎県）
 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会 議案勉強会
23日　 エイブルとの意見交換会
25日　 議会運営委員会
26日　 佐賀県西部広域環境組合議会１０月定例会
　　　　議会だより編集委員会
30日　 佐賀県後期高齢者医療広域連合議会 議会運営委員会
　　　　議会だより編集委員会
31日　白石町・太良町議会との交流会
31日～11月2日
 定期訪韓（韓国高興郡、釜山外国語大学校の訪問）

12月
  4日 杵藤地区広域市町村圏組合議会 全員協議会
  6日～7日
 12月定例会　議案審議　質疑、討論、採決
  7日 議会運営委員会
13日～14日・18日
 12月定例会　一般質問
14日 全員協議会
18日 まちづくり推進構想対策特別委員会
20日　 全員協議会
 12月定例会　議案審議、質疑、討論、採決、閉会
　　　　全員協議会
28日 議会だより編集委員会

議長交際費を公表します。

  1日 道路期成会３団体の要望活動（佐賀県）
 議会報告会プロジェクト
  2日 道路期成会３団体の要望活動（九州整備局）
 議会だより編集委員会
  5日　 杵藤地区広域市町村圏組合議員全員協議会
  6日 議会運営委員会
  9日  議会報告会事前リハーサル
13日 議会運営委員会
 議会報告会「市民と議員の意見交換会」
15日 道路期成会３団体の要望活動
 （国土交通省ほか）
20日 全員協議会
 常任委員協議会
22日 議会運営委員会
28日 議会運営委員会
30日 12月定例会　開会　議案の上程
 （～12月20日）
　　　 全員協議会

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

金額単位：円

0

0

1

2

0

1

4

合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

10月 11月 12月

0

0

1

0

0

0

1

0

0

3,000

0

0

0

3,000

0 

0 

5,000 

7,000 

0 

1,400 

13,400 

0

0

3

4

0

8

15

0

0

24,200

15,000

0

22,400

61,600

0

0

1

2

0

7

10

0

0

16,200

8,000

0

21,000

45,200

　

平
成
最
後
と
な
る
、
新
し
い
年
が
始
ま
り

ま
し
た
。
暮
れ
に
は
、
平
成
の
30
年
間
に
あ

っ
た
事
を
各
T
V
局
が
放
映
し
て
い
ま
し
た

が
、
市
民
の
皆
様
に
と
っ
て
鹿
島
市
の
平
成

は
ど
の
よ
う
な
時
代
だ
っ
た
で
し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、
３
月
い
っ
ぱ
い
で
、
鹿
島
市
の
ラ
ン

ド
マ
ー
ク
的
存
在
で
あ
っ
た
市
民
会
館
が
、

そ
の
役
目
を
終
え
る
事
に
な
り
ま
す
。
こ
の

タ
イ
ミ
ン
グ
で
解
体
さ
れ
る
こ
と
は
と
て
も

感
慨
深
く
、
文
化
的
な
事
業
の
他
に
成
人

式
・
結
婚
式
な
ど
の
節
目
で
、
市
民
の
皆
様

に
と
っ
て
も
本
当
に
身
近
な
存
在
だ
っ
た
と

思
い
ま
す
。

　

３
月
31
日
に
は
、
市
民
有
志
で
作
っ
た
実

行
委
員
会
が
運
営
す
る
催
し
物
が
企
画
さ
れ

て
い
ま
す
。
是
非
と
も
皆
さ
ん
と
一
緒
に
、
市

民
会
館
に
感
謝
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
ら

と
思
い
ま
す
の
で
、
皆
さ
ん
で
盛
り
上
げ
ま

し
ょ
う
。

10月30日　群馬県みどり市議会　　　８名

11月　７日　大分県津久見市議会　　　６名

11月14日　宮崎県延岡市議会　　　　２名

11月19日　福岡県大牟田市議会　　　９名

11月21日　広島県府中市議会　　　　７名
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